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(57)【要約】
【課題】医療機関と通信可能な通信手段を有するＡＥＤ
において、患者の位置に関わらず、医療機関と通信可能
なＡＥＤを提供する。
【解決手段】患者の呼吸数、脈拍、体温、血圧など診察
に有用なデータを測定する機能をＡＥＤに付加し、ＡＥ
Ｄに組み込んだ通信モジュールを使用して医療従事者へ
測定したデータを送る。医療従事者が送られてきたデー
タを元に、患者の診察に有用な情報を得て、ＡＥＤへ指
示を出す。ＡＥＤに適切な指示を出すことにより、より
効果的な治療を行うことができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＡＥＤにおいて、バイタルサインのデータを測定する測定手段、カメラ、マイク、スピ
ーカ、近距離無線通信手段を備え、前記測定手段が測定したデータと、前記カメラが撮像
した映像と、ＡＥＤを収容する格納ボックスを有するＡＥＤユニットに具備された前記マ
イクが集音した音データとを、ネットワーク回線を介して所定の医療施設に通信可能な通
信モジュールに送信することを特徴とするＡＥＤ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＡＥＤ（Automated External Defibrillator：自動体外式除細動器）に関わ
り、ＡＥＤの機能拡張により、治療効果の向上を図る技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のＡＥＤは、心肺停止状態の患者に対して電気ショックを与えて心肺蘇生を促進す
る装置である。救急医療における初期措置として有効な装置である。また、通信モジュー
ルを組み込み、動作状態を監視している製品も存在する。
　例えば、特許文献１の車載ＡＥＤは、車両乗員の心拍の状況を非拘束で検知する仕組み
、判定推測する仕組み、及びその判定推測結果によってＡＥＤ装置の使用を促す仕組み、
安全な場所へ誘導するナビゲーションの仕組み、車載対応のＡＥＤ装置、車両の状況によ
ってＡＥＤ動作を許可する仕組み、外部へ緊急連絡、報知を行う仕組み等を備える。
　また、特許文献２のＡＥＤは、複数の診断情報を収集し、該診断情報を遠隔地へ送信し
、救急処置を提供するためのシステムである。特許文献２のシステムは、人間の第２の手
に着用するように適合された第１の部材及び第２の部材を備え、これらの部材は、複敗の
診断装置及び除細動装置を備える。そして、特許文献２のシステムには、遠隔地との間で
筒報を送信及び受信するための送信ユニットが設けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２２９０９１号公報
【特許文献２】特表２００３－５３４０２６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述の特許文献１は、車載ＡＥＤであり、車から離れた患者に対しては、除細動するこ
とができない。また、特許文献１および特許文献２では、通信可能範囲が限られ、ＡＥＤ
と通信機器とが所定の距離以上離れると通信できない。
　本発明の目的は、上記の問題に鑑み、医療機関と通信可能な通信手段を有するＡＥＤに
おいて、患者の位置に関わらず、医療機関と通信可能なＡＥＤを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の目的を達成するため、本発明のＡＥＤおよびＡＥＤユニット並びにＡＥＤシステ
ムは、患者の呼吸数、脈拍、体温、血圧など診察に有用なデータを測定する機能をＡＥＤ
に付加し、ＡＥＤに組み込んだ通信モジュールを使用して医療従事者へ測定したデータを
送る。医療従事者が送られてきたデータを元にＡＥＤへ指示を出すものである。
【０００６】
　即ち、本発明のＡＥＤは、バイタルサインのデータを測定する測定手段、カメラ、マイ
ク、スピーカ、近距離無線通信手段を備え、前記測定手段が測定したデータと、前記カメ
ラが撮像した映像と、ＡＥＤを収容する格納ボックスを有するＡＥＤユニットに具備され
た前記マイクが集音した音データとを、ネットワーク回線を介して所定の医療施設に通信
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可能な通信モジュールに送信するＡＥＤである。
【０００７】
　また即ち、本発明のＡＥＤユニットは、バイタルサインのデータを測定する測定手段、
カメラ、マイク、スピーカ、近距離無線通信手段を備えたＡＥＤ、および、前記測定手段
が測定したデータと、前記カメラが撮像した映像と、ＡＥＤを収容する格納ボックスを有
するＡＥＤユニットに具備された前記マイクが集音した音データとを、ネットワーク回線
を介して所定の医療施設に通信可能な通信モジュールを有するものである。
【０００８】
　また即ち、本発明のＡＥＤシステムは、医療施設と、当該医療施設とネットワーク回線
を介して通信するＡＥＤユニットとを備えたＡＥＤシステムであって、前記ＡＥＤユニッ
トは、バイタルサインのデータを測定する測定手段、カメラ、マイク、スピーカ、表示部
および近距離無線通信手段を備えたＡＥＤ、並びに、前記医療施設および前記ＡＥＤと通
信する通信モジュールを有し、前記ＡＥＤは、前記医療施設に前記測定手段が測定したバ
イタルサインのデータ、前記カメラが撮像した映像、前記マイクが集音した音データを送
信し、前記医療施設の医療従事者の指示する音声またはメッセージを、前記スピーカまた
は前記表示部から出力または表示するものである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、ＡＥＤから送られてきた患者の呼吸数、脈拍、体温、血圧などのバイ
タルサインの測定データを元に、医療従事者がＡＥＤへ指示を出すことで、より適切な治
療（心肺蘇生措置）を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明のＡＥＤシステムの一実施例を説明するための図である。
【図２】本発明のＡＥＤシステムの一実施例の構成を示すブロック図である。
【図３】本発明のＡＥＤシステムにおけるＡＥＤの一実施例の構成を示すブロック図であ
る。
【図４】本発明のＡＥＤシステムの一実施例を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明は、ＡＥＤに、通信モジュール、バイタルサイン（脈拍、呼吸、血圧、体温、等
）を測定する医療測定機器、および、カメラを組込み、測定した情報を通信モジュールで
医療施設等へ送信するシステムである。
　以下、添付図面を参照しながら本発明の実施形態を詳細に説明する。なお、各図の説明
において、共通な機能を有する構成要素には同一の参照番号を付し、できるだけ説明の重
複を避けるため、説明を省略するようにした。
【００１２】
　図１によって、本発明のＡＥＤシステムの一実施例を説明する。図１は、本発明のＡＥ
Ｄシステムの一実施例を説明するための図である。
　図１において、１１１はＡＥＤ、１００はＡＥＤユニットおよびＡＥＤ１１１の設置場
所、１１０はＡＥＤ１１１を収容している格納ボックス、１２１は設置場所１００内を監
視するカメラ、１２２は設置場所１００内を適宜照らす照明、１３１は設置場所１００内
の音を集音するマイク、１３２は設置場所１００内に音声を出力するスピーカ、１２０は
カメラ設置台、１５０は患者、１５１は操作者である。カメラ設置台１２０は、カメラ１
２０、照明１２２、マイク１３１、およびスピーカ１３２を搭載する。ＡＥＤユニットは
、図示しない制御部と通信モジュールを有し、制御部は、通信モジュール、格納ボックス
１１１、カメラ１２１、照明１２２、マイク１３１、スピーカ１３２、およびカメラ設置
台１２０で構成される。
　また、設置場所１００のＡＥＤユニットは、図示しない制御部と通信モジュールを有し
、制御部は、通信モジュール、格納ボックス１１１、カメラ１２１、照明１２２、マイク
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１３１、スピーカ１３２、カメラ設置台１２０と相互にアクセス可能な有線ＬＡＮ（Loca
l Area Network）または無線ＬＡＮで通信可能である。
　また、設置場所１００のＡＥＤユニットの通信モジュールは、ＡＥＤユニット内の機器
とＬＡＮで通信する他、一般回線または専用回線等のネットワーク回線を介して、所定の
医療施設と通信する。
【００１３】
　カメラ設置台１２０は、図示しない制御部の制御に応じてカメラ１２１の画角および照
明１２２の照射方向の変更を行う。また、ＡＥＤ１１１と、カメラ１２０、照明１２２、
マイク１３１、スピーカ１３２、および制御部は、図示しないＬＡＮで接続され、相互に
アクセス可能である。さらにＡＥＤユニットは、ネットワークを介して医療施設と通信可
能な通信モジュールを備え、一般ネットワーク回線または専用ネットワーク回線を介して
所定の医療施設と通信可能である。またさらに、ＡＥＤ１１１は、Zig Bee（商標）、Blu
etooth（商標）、WiMAX（商標）、デジタルコードレス電話、等の近距離無線通信手段、
バイタルサイン（脈拍、呼吸、血圧、体温、等）の測定手段、および、患者１５０や周囲
を撮像するカメラを備え、測定した情報および撮像された映像を、通信モジュールを介し
て医療施設等へ送信する。また、医療施設から送信される心肺蘇生措置のための適切な指
示を受信し、ＡＥＤ１１１に備えたマイクおよびスピーカ、並びに設置場所１００内のマ
イク１３１およびスピーカ１３２を使って会話することができる。
【００１４】
　図１において、カメラ１２１が設置場所１００内を撮像し、撮像した映像を制御部が解
析し、患者１５０が倒れたと判定した場合には、スピーカ１３２から警告音を発生する。
さらに、好ましくは、制御部は照明１２２を照射し患者１５０の周囲を明るくし、マイク
１３１から入力される音の感度焦点を患者１５０の近くに合わせ集音する。そして、制御
部は、収集した映像および映像の解析結果、その後も継続して、撮像した映像、マイク１
３１が集音した音を、通信モジュールからネットワークを介して医療施設に送信する動作
を開始する。
　この結果、設置場所１００内または設置場所１００の近辺にいた人１５１（以下、操作
者１５１と称する）は、照明１２２の照射、スピーカ１３２から出力された警告音等によ
って、心臓マヒ（心室細動）等の不整脈が生じ倒れた人１５０（以下、患者１５０と称す
る）を、患者１５０を通常に発見するよりも、迅速に発見することができる。
　さらに、制御部は、撮像した映像を制御部が解析し、患者１５０が倒れたと判定した場
合には、自動的に通信モジュールからネットワーク回線を介して、所定の医療施設若しく
は管理センタに送信するようにしても良い。そして、当該所定の医療施設の制御装置は、
ＡＥＤ１１１が使用される事件が発生した（例えば、第１の発報）として、医療従事者に
自動的に連絡し、医療従事者を待機させるようにすることができる。
【００１５】
　患者１５０を発見した操作者１５１は、付近にある設置場所１００内の格納ボックス１
１０に急行し、格納ボックス１１０の扉をあけＡＥＤ１１１を取り出す。その後、操作者
１５１は、格納ボックス１１０内に収容されているＡＥＤ１１１を患者１５０まで運搬し
、ＡＥＤ１１１のボタンを押す動作か、あるいはＡＥＤ１１１のフタを開ける動作、等に
よってＡＥＤ１１１の電源を入れる。なお、格納ボックス１１０の扉が開くと、自動的に
通信モジュールからネットワーク回線を介して、所定の医療施設（若しくは管理センタ）
に送信するようにしても良い。そして、当該所定の医療施設の制御装置は、ＡＥＤが使用
される事件が発生した（例えば、第２の発報）として、医療従事者に自動的に連絡し、連
絡された医療従事者が迅速に待機できるようにする。
【００１６】
　その後操作者１５１は、ＡＥＤ１１１から出力される音声の指示に従って、患者１５０
にパッド（電極）を貼り付ける。パッドとＡＥＤ１１１本体がコネクタによって接続され
ていれば、ＡＥＤ１１１は、心電図の読取り等の解析を自動的に開始する。
　除細動が必要な心電図であれば、ＡＥＤ１１１は、「除細動が必要です」とのメッセー
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ジＭ１を音声出力やディスプレイ表示し、かつ充電を開始する。また、ＡＥＤ１１１の制
御部（後述図３の判定処理部３００）は、除細動が必要な心電図であること（例えば、「
除細動が必要です」とのメッセージＭ１）およびその解析結果を（例えば、第３の発報と
して）、通信モジュールからネットワーク回線を介して、所定の医療施設（若しくは管理
センタ）に送信する。
【００１７】
　操作者１５１は、メッセージＭ１「除細動が必要です」が出力または表示された場合に
は、感電を防ぐため、患者１５０周囲のすべての人が患者１５０に触っていないことを確
認する。ＡＥＤ１１１は、充電後、「ショックが必要です」とのメッセージＭ２を（例え
ば、第４の発報として）音声出力やディスプレイ表示する。
　操作者１５１は、メッセージＭ２「ショックが必要です」が出力または表示された場合
には、感電を防ぐため、患者１５０周囲のすべての人が患者１５０に触っていないことを
再度確認し、ＡＥＤ１１１本体の点滅しているボタンを押す。
　以降、メッセージＭ１およびメッセージＭ２が出力または表示される都度、ＡＥＤ１１
１本体の点滅しているボタンを押す。
　ＡＥＤ１１１から、「ショックは不要です。患者に触れても大丈夫です」とのメッセー
ジＭ３（例えば、第５の発報）が出力または表示された場合には、従来は、操作者１５１
は、患者１５０が息をしているか、身体に動きがあるかどうかを確認し、身体に動きがな
ければ、心臓マッサージ、人口呼吸等の心肺蘇生措置を実行する。
【００１８】
　上述したメッセージＭ３の出力または表示の後に、操作者１５１が実行する患者１５０
の息や身体の動きの確認は、経験者でなければ極めて難しい。また、心臓マッサージ、人
口呼吸等の心肺蘇生措置の実行も同様である。そこで、本発明では、従来のやり方に加え
、ＡＥＤ１１１に脈拍、呼吸、血圧、体温、等のバイタルサインを測定するためのセンサ
を設け、当該センサの検知した情報に基づいて患者１５０の脈拍、呼吸、血圧、体温、等
のバイタルサインを測定し、当該測定されたデータを医療施設に送信するものである。こ
のとき、操作者１５１は、ＡＥＤ１１１に付属するカメラを患者１５０の胸や顔等に向け
て撮像し、撮像した映像をバイタルサインの測定データと共に送信する。
　例えば、本発明のＡＥＤシステムは、患者１５０の治療を適切に行うために、ＡＥＤ１
１１の設置場所１００（例えば、格納ボックス１１０）に、通信モジュールを有し、当該
通信モジュールは、ネットワーク回線を介して所定の医療施設と通信可能である。当該通
信モジュールは、通信可能な所定の医療施設に対して、通信し、応答のあった医療施設に
患者１５０のバイタルサイン（脈拍、呼吸、血圧、体温、等）の情報、および、カメラが
撮像した映像を医療施設に送信する。なお、通常、１つのＡＥＤシステムは、１つの医療
施設と優先的に通信接続するように定められ、そこに接続できなければ、順次優先順位順
に他の医療施設と通信接続する。
　このため、ＡＥＤ１１１は、上述したように、ＡＥＤ１１１自体にも、近距離無線通信
可能な無線機を備え、同様の無線機を備えた設置場所１００の格納ボックス１１０と通信
することができる。この結果、ＡＥＤ１１１が格納ボックス１１０から持ち出されても、
格納ボックス１１０の無線機を介して、設置場所１００の通信モジュールから、ネットワ
ーク回線を介して、医療施設と通信することができる。
【００１９】
　図２によって、さらに本発明のＡＥＤシステムの一実施例を説明する。図２は、本発明
のＡＥＤシステム一実施例の構成を示すブロック図である。２００はＡＥＤシステム、２
８０は医療施設、２５０はネットワーク回線、２９０は蓄積サーバ、２１０はＡＥＤ設置
場所１００のＡＥＤユニットである。また、ＡＥＤユニット２１０において、１１１はＡ
ＥＤ、２１１は通信モジュール、１２１はカメラ、１２２は照明、１３１はマイク、１３
２はスピーカ、１２０はカメラ台、２１２は制御部、２１３はＬＡＮである。
　図２のＡＥＤシステム２００において、ネットワーク回線２５０には、医療施設２８０
、および蓄積サーバ２９０は、図示しないにネットワークインタフェースによって、ネッ
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トワーク回線２５０と接続され、相互に通信可能である。
　蓄積サーバ２９０は、ネットワーク２５０を介してＡＥＤユニット２１０から送信され
る映像、音声、ＡＥＤの動作情報、およびＡＥＤが取得するバイタルサインの情報を受信
し、蓄積する。なお、ネットワーク回線２５０を介して受信されるＡＥＤユニットは１つ
または複数であるので、蓄積サーバ２９０は、ＩＤ等、それぞれのＡＥＤユニットに固有
の名称で区別して蓄積および管理する。また、ネットワーク回線２５０に接続される医療
施設も１～複数である。
【００２０】
　また、ＡＥＤユニット２１０のＬＡＮ２１３は、通信モジュール２１１を介してネット
ワーク回線２５０と接続する。さらに、通信モジュール２１１、カメラ１２１、照明１２
２、カメラ台１２０、マイク１３１、スピーカ１３２、および制御部２１２は、それぞれ
、ＬＡＮ２１３を介して相互に通信可能である。また、カメラ台１２０は、少なくともカ
メラ２１１と照明１２２を搭載し、それらを旋回可能としている。
　また、ＡＥＤ１１１は、通信モジュール２１１と近距離無線通信２４０で無線通信し、
ＡＥＤユニット２１０からの制御命令や医療施設２８０からの指示を受信する。なお、医
療施設２８０からの指示は、映像や音声のほか、ＡＥＤ１１１本体の動作を直接制御する
制御命令を含む。
　また、ＡＥＤ１１１は、近距離無線通信２４０によって、測定した患者１５０のバイタ
ルサイン（脈拍、呼吸、血圧、体温、等）の測定情報、付属のカメラが撮像した映像、マ
イクからの音声情報を通信モジュール２１１、ネットワーク回線２５０を介して医療施設
２８０および蓄積サーバ２９０に送信する。
　この結果、医療施設２８０とＡＥＤ１１１の操作者１５１は、医療施設２８０から送信
される適切な指示を受信する等、会話を交信することができる。また、場合によっては、
医療施設２８０からＡＥＤ１１１を直接操作することができる。
【００２１】
　制御部２１２は、ＡＥＤユニット２１０の各機器を専用のアプリケーションに従って制
御する。
　例えば、図２において、制御部２１２は、照明１２２の点灯／消灯、マイク１３１から
集音、感度の変更、感度位置の変更等の制御、スピーカ１３２の出力制御を行う。また、
制御部２１２は、カメラ台１２０を制御して、カメラ１２１のパン角やチルト角の変更制
御、照明１２２の照射方向の変更制御を行う。
【００２２】
　図１および図２の実施例によれば、蓄積サーバ２９０にカメラ１２１が撮像した映像が
保存されるので、ＡＥＤ１１１の盗難、破壊、等があった場合でも、過去の状況が把握で
きる。
　また、カメラ１２１が昼等の明るい時にはカラー撮像し、夜間等暗い場合にはモノクロ
および赤外光を撮像可能なカメラにすることにより、患者１５０を照射することはできな
いが、照明１２２を不要としても良い。
　また、ＲＦＩＤ等を設け、ＡＥＤから発する電波を監視カメラが検知し、どこで使用さ
れているかを把握することも可能である。その結果、電波発生源方向にカメラを向けるこ
とで状況を撮像することを可能とした。
【００２３】
　次に、図３によって、本発明のＡＥＤシステムに使用するＡＥＤの一実施例を説明する
。図３は、本発明のＡＥＤシステムにおけるＡＥＤの一実施例の構成を示すブロック図で
ある。３００は判定処理部、３０１は電気ショックを発生するための起動ボタン、３０２
はＡＥＤ電極、３１１は心拍センサ、３１２は呼吸センサ、３１３は血圧センサ、３１４
は温度センサ、３２１はカメラ、３２２は表示部、３２３はマイク、３２４はスピーカ、
３４０は近距離無線通信可能な無線機である。なお、心拍センサ３１１は、ＡＥＤ電極３
０２に組み込まれている。
　図３の本発明のＡＥＤシステムにおけるＡＥＤ１１１において、操作者１５１は、表示
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部３２２やスピーカ３２４の指示に従って、患者１５０にＡＥＤの心拍センサ３１１およ
びＡＥＤ電極３０２を取り付ける。
【００２４】
　判定処理部３００は、患者１５０に、ＡＥＤの心拍センサ３１１が取り付けられたこと
を、心拍センサ３１１からの心拍データの入力が開始されたことによって認識する。認識
後、判定処理部３００は、無線機３４０に心拍データの入力が開始されたことを表す信号
を出力、表示部３２２に心拍データの入力が開始されたことを表す映像信号を出力し、ス
ピーカ３２４に心拍データの入力が開始されたことを表す音声信号を出力する。
　無線機３４０は、心拍データの入力が開始されたことを表す信号を無線信号に変換して
送信する。また、表示部３２２は、心拍データの入力が開始されたことを表す映像を表示
する。また、スピーカ３２４は、メッセージＭ３１「心拍データの入力が開始された」を
音声出力する。
【００２５】
　ＡＥＤ１１１の判定処理部３００は、心拍センサ３１１から入力される心拍データから
、心電図の読み取り等の解析を自動的に開始する。
　判定処理部３００は、除細動が必要な心電図であれば、「除細動が必要です」とのメッ
セージＭ１をスピーカ３２４から音声出力させ、かつ、表示部３２２に「除細動が必要で
す」とのメッセージＭ１を表示する。また同時に、電気ショックを与えるための充電を開
始する。また、判定処理部３００は、除細動が必要な心電図であること（例えば、「除細
動が必要です」とのメッセージＭ１）およびその解析結果を、無線機３４０からＡＥＤユ
ニット２１０に送信する。ＡＥＤユニット２１０の通信モジュール２１１は、受信した信
号を、ネットワーク回線２５０を介して、所定の医療施設２８０および蓄積サーバ２９０
に送信する。
　また、操作者１５１は、感電を防ぐため、患者１５０周囲のすべての人が患者１５０に
触っていないことを確認する。
【００２６】
　判定処理部３００は、電気ショックを与えるための充電が完了した場合には、起動ボタ
ン３０１の表示部を点滅させ、「ショックが必要です」とのメッセージＭ２をスピーカ３
２４から音声出力させ、かつ、表示部３２２に「ショックが必要です」とのメッセージＭ
２を表示する。また、判定処理部３００は、電気ショックが必要であること（例えば、「
ショックが必要です」とのメッセージＭ２）およびその解析結果を、無線機３４０からＡ
ＥＤユニット２１０に送信する。ＡＥＤユニット２１０の通信モジュール２１１は、受信
した信号を、ネットワーク回線２５０を介して、所定の医療施設２８０および蓄積サーバ
２９０に送信する。
　操作者１５１は、メッセージＭ２「ショックが必要です」が出力または表示され、起動
ボタン３０１の表示部が点滅を開始した場合には、感電を防ぐため、患者１５０周囲のす
べての人が患者１５０に触っていないことを再度確認し、ＡＥＤ１１１本体の点滅してい
る起動ボタン３０１を押す。
　電気ショック後、ＡＥＤ１１１の判定処理部３００は、心拍センサ３１１から入力され
る心拍データから、心電図の読み取り等の解析を開始する。
　以降、ＡＥＤ１１１と操作者１５１は、メッセージＭ１およびメッセージＭ２が出力ま
たは表示される都度、上記動作を繰り返す。
【００２７】
　また、ＡＥＤ１１１の判定処理部３００は、電気ショック後に取得した心電図を解析し
、除細動が必要ではないと判定すれば、「ショックは不要です。患者に触れても大丈夫で
す」とのメッセージＭ３をスピーカ３２４から音声出力させ、かつ、表示部３２２に「シ
ョックは不要です。患者に触れても大丈夫です」とのメッセージＭ３を表示する。また、
判定処理部３００は、ショックが不要な心電図であること（例えば、「ショックは不要で
す」とのメッセージＭ３）およびその解析結果を、無線機３４０からＡＥＤユニット２１
０に送信する。ＡＥＤユニット２１０の通信モジュール２１１は、受信した信号を、ネッ
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トワーク回線２５０を介して、所定の医療施設２８０および蓄積サーバ２９０に送信する
。
【００２８】
　操作者１５１は、メッセージＭ３を確認した後、カメラ３２１を患者１５０の胸、顔、
喉、等に向ける。カメラ３２１は、メッセージＭ３後は自動的に所定のフレームレートで
撮像を開始し、ＡＥＤユニット２１０、ネットワーク回線２５０を介して、医療施設２８
０および蓄積サーバ２９０に所定のフレームレートで送信が開始されている。なお、撮像
の開始は、ＡＥＤ１１１に電源が投入された直後から開始され、撮像された映像が、自動
的に送信されるようにしても良い。
　メッセージＭ３の出力または表示後、判定処理部３００は、心拍センサ３１１、呼吸セ
ンサ３１２、血圧センサ３１３、および温度センサ３１４から出力される検知データを取
得する。そして、判定処理部３００は、心拍センサ３１１の検出データから心電図の測定
し、呼吸センサ３１２の検出データから呼吸数の測定または息をしているか否かの確認デ
ータの取得を行い、血圧センサ３１３の検出データから血圧値を測定し、温度センサ３１
４の検出データから体温を測定する。即ち、判定処理部３００は、患者１５０のバイタル
サインを測定する。
　判定処理部３００は、これらバイタルサインの測定結果を無線機３４０からＡＥＤユニ
ット２１０に送信する。ＡＥＤユニット２１０の通信モジュール２１１は、受信した信号
を、ネットワーク回線２５０を介して、所定の医療施設２８０および蓄積サーバ２９０に
送信する。また、判定処理部３００は、これらバイタルサインの測定結果を、表示部３２
２に表示しかつスピーカ３２４から出力する。
【００２９】
　医療施設２８０の医療従事者は、ＡＥＤ１１１から送信された患者１５０のバイタルサ
インの測定結果から、患者１５０に必要な措置の仕方を判断し、図示しないマイクやキー
ボード等の入力手段を用いて、ネットワーク回線２５０およびＡＥＤユニット２１０を介
して、ＡＥＤ１１１に送信する。例えば、医療施設２８０の医療従事者は、ＡＥＤ１１１
の操作者１５１と、お互いの機器に付属するマイクとスピーカを使って音声通話し、今後
の措置を伝達し、分からないところがあれば説明する（さらに表示部を使っても良い）。
この時、医療従事者は、操作者１５１にカメラ３２１を向ける場所を指示し、カメラ３２
１で撮像した映像を見ることで、心肺蘇生措置についての判断がより適確になる。
【００３０】
　この結果、操作者１５１は、医療施設２８０の指示に基づいて、迅速および適確に患者
１５０に対して、心臓マッサージ、人口呼吸等の心肺蘇生措置を実行することができる。
また、それらの措置の最中にも、医療施設２８０から適宜指示をもらって心肺蘇生措置を
実行することができる。この結果、患者１５０の回復を一層迅速に助けることができる。
【００３１】
　さらに、ＡＥＤ１１１単独の判定（診断）では、メッセージＭ１「除細動が必要です」
およびメッセージＭ２「ショックが必要です」が出力および表示されない場合がある。し
かし、医療施設の医療従事者は、心肺停止状態の患者に対して電気ショックを与えて心肺
蘇生を促進する方が良いと判断する場合があるであろう。この時、医療従事者は、医療施
設２８０からＡＥＤ１１１に指令を出して、除細動が必要であると判定させる。この結果
、ＡＥＤ１１１は、自己の心電図の判断よりも医療施設２８０の判断を優先させ、電気シ
ョックを実行することができる。
　なお、例えば、操作者１５１に警告を発報し、その後、直接ＡＥＤ１１１を充電し、電
気ショックを患者１５０に与えるようにしても良い。
　またさらに、医療従事者は、医療施設２８０からＡＥＤ１１１に指令を出して、電気シ
ョックの電圧を可変して、実行することができる。この結果、バイタルサインの値に応じ
て、あるいは、カメラが撮像した患者１５０の容体に応じて、適切な電気ショックを与え
ることができる。
【００３２】
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　好ましくは、操作者１５１は、格納ボックス１１０からＡＥＤ１１１を取り出す。また
は、取り出そうとする。しかし、メンテナンス直前で、内蔵のバッテリが切れかかって、
電池切れの表示がある場合もある。このように、ＡＥＤのバッテリの電力が弱まっていた
ら、ＡＥＤ格納ボックス１１０経由でその旨を通知し、（最寄りの）他のＡＥＤの設置場
所を紹介してもらうようにする。
　あるいは、ＡＥＤ１１１が所定の充電量未満になるかあるいは、カウンタ機能を有し、
所定の期間（時間）メンテナンスされない場合には、ＡＥＤ格納ボックス１１０の外面ま
たはＡＥＤ１１１の表示部に他のＡＥＤの設置場所を表示するようにしても良い。
【００３３】
　図１～図３の実施例によれば、従来のＡＥＤ（移動局：バッテリで稼働）では、ＡＥＤ
から直接医療施設に無線伝送するので多くの電力が必要であった。このため、バッテリの
消耗が激しかった。しかし、ＡＥＤの格納ボックス（固定局：設置設備から給電で可動）
経由で伝送すれば、ＡＥＤとＡＥＤ格納ボックス間の通信は、近距離無線通信であるので
少ない電力であり、ＡＥＤ格納ボックスは電力消費を考慮しなくて良い。
　また、ＡＥＤの電力（バッテリ）が弱まっていたら、ＡＥＤ格納ボックス経由で他のＡ
ＥＤの設置場所がすぐに分かるため、迅速に患者への対応が可能となる。
　さらに、ＡＥＤの作動条件（脈拍なし、細動、等の不整脈）の制限を、医療施設の医療
従事者の遠隔操作によって解除し、自動的または手動でＡＥＤの電気ショックの起動ボタ
ンを押すことができる。
【００３４】
　図１～図３および図４によって、本発明の他の実施例を説明する。図４は、本発明のＡ
ＥＤシステムの一実施例を説明するための図である。図４（ａ）は、ＡＥＤ１１１がＡＥ
Ｄユニット２１０が存在する設置場所１００から離れ過ぎたため、近距離無線通信不可能
になってしまった一例を示す。このように、ＡＥＤ１１１とＡＥＤユニット２１０との間
の通信不能になった場合には、ＡＥＤ１１１は、医療施設２８０および蓄積サーバ２９０
と通信不可能になってしまう。
　そこで、図１～図４の実施例では、図４（ｂ）に示すように、別の設置場所に収容され
ているＡＥＤ１１１’を中継地点に移動させ、中継機としてして中継に使用する。この結
果、近距離無線通信の通信圏外までＡＥＤユニット２１０とＡＥＤ１１１が離れても、医
療施設２８０や蓄積サーバ２９０と通信可能とすることができる。
　例えば、デジタルコードレス電話の親機から子機１を中継機として子機２と無線通信す
る。
　なお、中継として利用するＡＥＤ１１１’が、そのまま格納ボックスに収容されたまま
で使用できるようにしても良い。
　この結果、ＡＥＤ同士で通信可能となり、一方を患者の治療に使用し、他方を所属ＡＥ
Ｄ格納ボックス経由で医療施設までの中継局として使用することができる。
【００３５】
　上述の実施例によれば、ＡＥＤの操作者１５１は、医療施設の医療従事者から送信され
る適切な指示を受信する等、会話を交信することができる。また、場合によっては、医療
施設からＡＥＤを直接操作することができる。
　また、ＡＥＤから設置場所までの通信ができれば良いため、通信時の消費電力を抑える
ことができる。また、ＡＥＤ単体の場合よりも確実な通信経路の確保が可能となる。
　なお、医療施設および操作者は、１人には限らない。
【００３６】
　以上、本発明を実施例によって詳細に説明した。しかし、本発明は、上述の実施例に限
定されるわけではなく、本発明が属する技術分野において、通常の知識を有する者であれ
ば、本発明の思想と精神に基づいて、本発明を修正若しくは変更できる発明が含まれるこ
とは勿論である。
【符号の説明】
【００３７】
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　１００：設置場所、　１１１：ＡＥＤ、　１１０：格納ボックス、　１２１：カメラ、
　１２２：照明、　１３１：マイク、　１３２：スピーカ、　１２０：カメラ設置台、　
１５０：患者、　１５１：操作者、　２００：ＡＥＤシステム、　２１０：ＡＥＤユニッ
ト、　２１１：通信モジュール、　２１２：制御部、　２１３：ＬＡＮ、　２５０：ネッ
トワーク回線、　２８０：医療施設、　２９０：蓄積サーバ、　３００：判定処理部、　
３０１：起動ボタン、　３０２：ＡＥＤ電極、　３１１：心拍センサ、　３１２：呼吸セ
ンサ、　３１３：血圧センサ、　３１４：温度センサ、　３２１：カメラ、　３２２：表
示部、　３２３：マイク、　３２４：スピーカ、　３４０：無線機。

【図１】

【図２】

【図３】
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